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令和７年度 公益財団法人大津市国際親善協会 事業計画 

 

【基本方針】 

海外における人件費を中心とした諸資源価格の上昇、ロシア・ウクライナ戦争、中国の政治リスクの増加に

加え、円安基調による製造業の国内生産回帰が進む中、国内の労働者不足が顕著になっている。 

国内労働者数の不足を補うため、「就労目的で在留が認められる者」と「技能実習」による外国人労働者が

増加しており、大津市在住外国人も 5 千人を超え、今後も増加基調が見込まれる。 

増加する外国人労働者と地域住民の影響を考え、外国人材の受入れと多文化共生に係る政府の具体的施

策の推進として、２０２２年９月に地域における多文化共生推進プランが改訂され、総務省から地方公共団体

に多文化共生施策を周知し、推進することとされた。 

このような中、当協会は、国際文化観光都市にふさわしいまちづくりを市民の自発的な活動を主体として

行うことにより、諸外国との文化・歴史などの特性を生かした国際交流活動を推進し、市民の相互理解と友

好を深め、多文化共生社会に適応した地域づくりに寄与することを目的として事業を推進してきた。 

今後も様々な外部環境の変化に対応しつつ、本市の国際交流や多文化共生の拠点としての当協会の担う

役割を認識し、引き続き以下に計画する各種事業を推進していく。 

 

《公益目的事業》 

１． 姉妹友好都市を含めた諸外国との交流事業 

姉妹・友好都市をはじめとする諸外国との国際親善・国際交流を推進する。 

 

◆1-1 韓国亀尾市への訪問等 

【内容】  表敬訪問時の手土産 

【日程】  令和７年４月 

 

２． 国際交流及び異文化交流の機会提供 

市民相互の理解と友好を深め、国際化に対応した地域社会の振興に寄与するため、広く市民に対し国

際交流の機会を提供することを通じて、異文化理解の促進を目的とした事業を推進する。 

 

◆2-1 異文化に触れるイベント 「おおつ国際ふれあいマルシェ 2025」 

【内容】  多文化共生のまちづくりを含め、異文化に触れる機会をより多くの市民に提供できるよう、

国際交流イベントを開催し、市民が本イベントでの国際色豊かな飲食や体験等を通じて、国

際交流・協力、多文化共生に対する理解を深めるとともに、当協会の事業内容をよく知り、

利用につながる機会となることを目指す。 

【日程】  令和７年１１月１６日（日）予定 

【場所】  明日都浜大津ビル内、ガス燈広場等 
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３． 国際交流に関する講座、研修会等の開催 

価値観や言語、習慣や行動様式など、自分が親しんでいる文化とは異なる世界の文化を市民が楽しみ

ながら知る機会を提供する。 

また、市民の多文化共生に対する理解を深め、地域において多文化共生の推進の担い手を育成してい

くことを目的とした各種講座を開講する。 

 

◆3-1 異文化理解講座 

【内容】  クリスマスをテーマにドイツの食文化を体験する講座を実施する。 

【日程】  令和 7 年 12 月 10 日（水）予定 

【場所】  ドイツレストラン ヴュルツブルク 

 

◆3-2 各種講座 （年間 2 講座程度を予定） 《一部受託事業》 

【内容】  在住外国人へのコミュニケーション支援等、事業推進の担い手育成を目的に、日本語の教え

方教室や多文化共生関連講座等を開催する。 

【日程】  令和７年５月予定 

【場所】  交流サロン 

 

◆3-3 国際文化理解教室 《受託事業》 

【内容】  大津市内の保育園から高校等を対象に、外国人に慣れ親しむきっかけ作りを目的に、国際交

流員が現地に出向き、異文化交流講座を行う。当協会では依頼書に基づき、国際交流員の

日程調整及び出張手配を行う。 

【日程】  年 30 回程度 

【場所】  大津市内の保育園、幼稚園、こども園、小学校、中学校、高校等 

 

４． 在住外国人支援関連事業 

国籍や民族などの異なる市民が、互いの文化的違いを認め合い、地域社会の構成員として共に生き

ていく多文化共生社会を目指す。在住外国人に対して、多文化共生サポーターが中心となってコミュニ

ケーション支援や法律相談等を通じてサポートを行う。 

また、在住外国人のコミュニケーション支援や生活情報の提供、交流の場の創出を目指し、必要な体制

整備に向けた研修への参加や先進地視察などの取組も併せて実施する。 

 

◆4-1 相談（法律） 

【内容】  大津市内在住外国籍住民及びその配偶者等を対象に、入国管理に関する事から日常生活上

の相談までを受け付け、問題に対するアドバイスを専門的な知識を有する多文化共生サポ

ーター（行政書士など）が個別に対応する。 

【日程】  月 1 回 （第 2 水曜日） 

【場所】  交流サロン 
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◆4-2 日本語教室の開催 

【内容】  日本語を母語としない人を対象に、生活の支援を目的にした日本語教室を開催し、日本語を

学習する機会を設ける。日本語を通じてコミュニケーション能力を向上させ、地域社会の一

員として共生するためのきっかけ作りの場を提供する。多文化共生サポーターが対応する。 

【日程】  年 40 回 （予定） 

【場所】  交流サロン、堅田コミュニティーセンター 

 

◆4-3 在住外国人支援事業 《受託事業》 

【内容】  孤立しがちな来日間もない在住外国人をメインターゲットに、コミュニケーション支援や生活

情報の提供を目的としたイベントの実施を行い、やさしい日本語を使った集まりの場を創出

することを目指す。必要な体制整備に向けた研修への参加や先進地視察などの取組を実施

する。市多文化共生ボランティア等が対応する。 

【日程】  年２回 

【場所】  市内 

 

◆4-4 行政文書の翻訳・通訳サポーター登録情報の更新 《受託事業》 

【内容】  地域住民としての外国人に平等な行政サービスを提供し、日本人市民の異文化理解力や異

文化コミュニケーション能力の向上を図るために、行政文書翻訳・通訳サポーター制度が大

津市に設けられている。協会では、定期的にサポーター登録・情報の確認を行うとともに、

新規のサポーターの面接・登録を行う。 

【日程】  通年 

【場所】  事務局 

 

◆4-5 大津市が発行する通知や文書の翻訳 《受託事業》 

【内容】  大津市が発行する通知や文書について翻訳の依頼があった場合には、①依頼内容の確認、

②サポーターの選定・データ送付、③翻訳データの受け取り・確認、④依頼元へデータ送付、

⑤依頼元からの報告書の受領、⑥謝礼支払までの一連の処理を行う。 

【日程】  通年 

【場所】  事務局 

 

◆4-6 行政手続きや相談業務における通訳の派遣 《受託事業》 

【内容】  行政手続きや相談業務において通訳の依頼があった場合には、①依頼内容の確認、②サポ

ーターの選定、③依頼元からの報告書の受理、④謝礼支払までの一連の処理を行う。 

【日程】  通年 

【場所】  事務局 
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◆4-7 「くらしのガイド」発行及び改訂 《受託事業》 

【内容】  市役所内で掲載情報の確認を行い、日本語原稿を確定する。その後、翻訳サポーターの選

定・翻訳を行い、必要部数を印刷のうえ、市窓口へ配付する。（英語版・スペイン語版・ポルト

ガル語版・中国語版・ベトナム語版） 

【日程】  通年 

【場所】  事務局 

 

５． 国際交流及び国際協力に関する情報の収集・提供 

当協会の各事業に関する情報を、大津市が発行する「広報おおつ」や当協会が発行する「OIGA ニュ

ース」、協会ホームページ等を通じて情報発信していく。 

また、在住外国人向けに生活に役立つ情報を提供していく。 

 

◆5-1 情報誌「OIGA」の発行 

【内容】  一般市民の国際交流への参加を促進するため、当協会が実施する国際交流事業やイベントな 

       どが掲載される情報誌「OIGA」を作成し、市内の公的施設等に備え置きする。 

【時期】  年３回（５月、８月、２月予定） 

【部数】  １回 600 部 

 

◆5-2 ホームページ、フェイスブックなどの運営 

【内容】  当協会の活動が「広報おおつ」や「OIGA」など、紙面で入手できない場合であっても、ホーム 

ページなどにアクセスすることで情報を提供できるように環境を整える。 

【時期】  掲載すべき情報がある場合に随時更新 

 

◆5-3 在住外国人生活オリエンテーション 

【内容】  来日間もない在住外国人等を対象に生活オリエンテーションを実施する。 

情報を知らない事による不利益や被害防止を目的に、警察や消防、市などの行政機関と連携 

し、正しい情報を伝える場を提供する。当協会が参加した在住外国人との接点を持ち、また、 

関係機関と連携する事で多文化共生社会施策の推進を目指す。 

【時期】  年１回（時期未定） 

【場所】  交流サロン 
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《収益事業》 

１． 語学講座の開講 

語学の取得のみを目的とするものではなく、ネイティブの講師によるその国の文化・習慣や歴史を伝

えながら、異文化に触れる機会を提供し、語学だけではない国際感覚に優れた人材を育成するための語

学講座を開講する。また、より多くの市民が受講する機会を提供するため、外国語に触れるきっかけ作り

としての入門から、初級、中級までのレベルにあわせた講座を開講する。 

 

【内容】  1 年を 2 期（春夏コース 4～9 月、秋冬コース 10～3 月）に分け、ネイティブなどの講師による

語学講座を開講する。 

【日程】  通年 

【場所】  交流サロン、研修室 

 

語学（レギュラーコース） 

・春夏コース 全 18 回（４～９月、９講座） 

英語       入門（2 クラス） ・ 初級（２クラス） ・ 中級（２クラス） 

ドイツ語    初級（1 クラス） 

韓国語     初級（１クラス）  ・ 中級（１クラス） 

・秋冬コース 全 18 回（１０～３月、９講座） 

英語       入門（2 クラス） ・ 初級（２クラス） ・ 中級（２クラス） 

ドイツ語    初級（1 クラス） 

韓国語     初級（１クラス）  ・ 中級（１クラス） 

 

語学（ライトコース） 

・春夏コース 全 8 回（４～９月、隔週、７講座） 

英語       中級（１クラス） 

ドイツ語     入門（１クラス） 

イタリア語   入門（１クラス） 

中国語      入門（１クラス） 

韓国語      入門（２クラス） 

ベトナム語   入門（１クラス） 

・春夏コース 全 8 回（１０～９月、隔週、７講座） 

英語       中級（１クラス） 

ドイツ語     入門（１クラス） 

イタリア語   入門（１クラス） 

中国語      入門（１クラス） 

韓国語      入門（２クラス） 

ベトナム語   入門（１クラス） 


